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第25回国際視野画像学会に参加して第25回国際視野画像学会に参加して

IPS in Cardiff

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
（ Im

aging and P
erim

etry 
S
ociety  

）
は
、
２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ

る
国
際
学
会
で
、
視
野
と
視
覚
に
関
す
る

画
像
解
析
の
研
究
に
つ
い
て
の
発
表
と
議

論
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
主

に
視
野
の
視
覚
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
研

究
者
が
多
く
、
医
師
の
割
合
は
少
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
か
ら
の
参
加

者
の
多
く
は
眼
科
医
で
す
。
そ
の
た
め
、

発
表
内
容
は
視
覚
生
理
に
関
す
る
専
門
的

な
内
容
が
多
く
、
臨
床
医
と
し
て
は
そ
の

す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
検
査
方
法
や
結

果
に
対
し
て
臨
床
医
で
は
思
い
付
か
な
い

よ
う
な
新
た
な
視
点
を
得
る
機
会
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
毎
回
１
５
０
人
程
度
で
、
１

つ
の
会
場
で
４
日
間
、
朝
か
ら
夜
ま
で
一

緒
に
行
動
す
る
た
め
、
海
外
の
研
究
者
と

の
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
り
、
知
り
合
い

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

際
に
私
が
英
国
・M

oorfields Eye Hos-
pital

へ
留
学
す
る
き
っ
か
け
を
得
た
の
も
、

２
０
１
０
年
に
ス
ペ
イ
ン
領
カ
ナ
リ
ア
諸

島
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｓ
で
し
た
。

　

２
０
２
４
年
は
７
月
30
日
か
ら
８
月
２

日
の
４
日
間
、C

ardiff U
niversity

の

T
ony R

edm
ond

先
生
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、

英
国
の
カ
ー
デ
ィ
フ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ー
デ
ィ
フ
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
鉄
道
で
西

へ
約
2
時
間
の
場
所
に
位
置
す
る
ウ
ェ
ー

ル
ズ
の
首
都
で
す
。
会
場
は
そ
の
中
心
部

に
あ
るCardiff University 

の Sir Stanley 
Thomas O

BE Lecture Theatre

で
し

た
。
な
お
、
こ
の
建
物
の
名
称
は
建
設
費

の
一
部
を
寄
付
し
た
実
業
家
か
ら
付
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
に
は
、
埼
玉
医
科
大
学
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
、
北
里
大
学
、
総

合
病
院
聖
隷
浜
松
病
院
、
名
古
屋
大
学
、

岐
阜
大
学
、
金
沢
大
学
、
近
畿
大
学
、
鹿

児
島
大
学（
順
不
同
）に
所
属
す
る
多
く
の

日
本
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

学
会
の
発
表
内
容

　

発
表
さ
れ
た
内
容
は
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を

含
め
57
演
題
あ
り
、
日
本
か
ら
は
10
演
題

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

視
野
検
査
視
標
、
視
野
検
査
条
件
、
検

査
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ムstructure-function

の

関
係
な
ど
、
従
来
と
同
じ
く
視
野
研
究
に

関
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
近
年
の
ト
レ

近
畿
大
学准

教
授  

野の
も
と本  

裕ひ
ろ
き貴

講堂内でのTony Redmond学会長

　
2024年 7 月30日から 8 月 2 日に「第25回国際視野画像学会」 が
英国 ・ カーディフで歴史的な猛暑の中、 開催されました。

研究の集大成から最先端の内容まで研究の集大成から最先端の内容まで
実りある4日間実りある4日間
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K
eynote L

ecture

は
、
開
催
校
で
あ

るC
ardiff U

niversity 

よ
り
２
人
の
先

生
の
講
演
が
あ
り
、D

erek Jones

先
生

に
よ
る
脳
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と
機
能

の
関
係
を
研
究
し
た
“Focusing in on Tis-

sue M
icrostructures with Advanced 

Neuroimaging

”、Jam
es E M

organ 

先

生
か
ら
は
障
害
を
受
け
た
Ｒ
Ｇ
Ｃ
を
早
期

に
発
見
し
、
そ
の
修
復
に
関
す
る
研
究
を

内
容
と
し
た
“The Degenerating Retinal 

G
anglion C

ell-O
pportunities for 

D
etection and Repair

”の
２
つ
で
し
た
。

そ
れ
ら
す
べ
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
研
究
の
経
緯
、

そ
し
て
、
現
在
も
進
行
し
て
い
る
最
先
端

の
研
究
内
容
の
知
見
を
得
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

ン
ド
で
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
やV

irtu-
al Reality

（V
R

）ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
た

新
し
い
視
野
検
査
機
器
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た

新
し
い
解
析
方
法
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
臨
床
医
と
し
て
、

現
場
で
今
後
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
得

る
か
否
か
を
見
届
け
た
い
と
思
わ
せ
る
も

の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
のIP

S L
ecture

は
、
近
畿
大
学

の
松
本
長
太
先
生
に
よ
る
“Striving for 

the Ideal in the Visual Field Testing

”

で
、
現
在
国
内
外
で
使
用
さ
れ
て
い
るM

-
C

H
A

RT
S

やim
o

視
野
計
を
含
め
、
松
本

先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
そ
の
成
果
を

ま
と
め
た
内
容
で
し
た
。

　

Aulhorn Lecture

は
、Nomdo Jansonius

先
生
に
よ
る
“Counterintuitive issues 

in G
laucom

a P
rogression

”で
、
臨
床

医
と
し
て
緑
内
障
進
行
評
価
に
関
す
る
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
知
見
を
紹
介
し
、
そ

の
上
で
ど
の
よ
う
に
診
療
を
行
な
う
か
に

つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。

観
光
と
懇
親
会

　

過
去
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
参
加
記
事
を
読
ま
れ
た

こ
と
の
あ
る
方
は
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
学
会
前
日
の
ウ
エ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
始
ま
り
、
初
日
夜
の

デ
ィ
ナ
ー
、
２
日
目
の
観
光
ツ
ア
ー
、
最

終
日
夜
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
バ
ン
ケ
ッ
ト
な

ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
学
会
場
の
近
く
に
あ
る  R

oyal  
W

elsh C
ollege of M

usic &
 D

ram
a

内
の
ホ
ー
ル
に
て
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ

ー
、
初
日
夜
はC

ardiff C
astle

に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
デ
ィ
ナ
ー
、
２
日
目
は

C
ardiff C

astle

見
学
と
ボ
ー
ト
で
の
川

下
り
、C

ardiff B
ay

の
散
策
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
カ
ー
デ
ィ
フ
は
歴

史
的
な
猛
暑
と
な
り
、
夕
方
に
な
っ
て
も

暑
く
、
参
加
者
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

日
陰
を
探
し
つ
つ
観
光
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
以
上
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
々
が
あ
く
ま
で

も
“Welsh

”と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
お
り
、

近
年
は
英
語
と
は
異
な
る
独
自
の
言
語

（
例
え
ば
「good morning

」
はW

elsh

で

は
「bore da

」）
を
大
切
に
し
、
次
世
代

に
も
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

最
終
日
の
夜
に
あ
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
バ

ン
ケ
ッ
ト
で
は
、
各
国
の
参
加
者
が
出
し

物
を
披
露
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
出
し
物
で
は
主
に
母
国
語
で
各
国

の
歌
を
歌
う
の
で
す
が
、
参
加
者
が
少
な

い
国
の
場
合
で
は
１
人
で
歌
っ
た
後
に
多

く
の
拍
手
が
起
こ
り
ま
す
。
英
語
に
苦
手

松本長太先生によるIPS Lecture

ウエルカムパーティーにて
左より私、David Garway-Heath先生、Roger Anderson先生、
松本長太先生、Giovanni Montesano先生、朝岡亮先生、平澤一法先生

Cardiff Castle内でのディナー

学会会場
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意
識
を
持
っ
て
い
る
せ
い

か
学
会
で
は
や
や
存
在
感

の
薄
い
日
本
人
参
加
者
で

す
が
、
毎
回
こ
の
時
が
最

大
の
見
せ
場
と
な
り
ま
す
。

今
回
も
松
本
先
生
の
司
会

の
も
と
、
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
─Sukiyaki Song

─
」
を
わ
が
国
の
参
加
者

全
員
で
歌
っ
た
後
、
学
会

長
のT

ony R
edm

ond

先

生
、V

ice P
resident

の

Allison M
 M

c K
endrick

先
生
の
２
人
に
、
「IP

S 
O

lym
pic

」
と
題
し
た
ク

イ
ズ
を
行
な
い
ま
し
た
。

各
社
視
野
計
の
ボ
タ
ン
音

や
刺
激
視
標
呈
示
時
の
音

を
聞
い
て
も
ら
い
、
視
野
計
の
メ
ー
カ
ー

や
機
種
を
答
え
る
形
式
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
な
お
、
勝
者
はAllison

先
生

で
、
松
本
先
生
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
手
作
り

し
た
„
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
＂
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
場
で
も
国
内
外
の
参
加

者
と
研
究
内
容
や
そ
れ
以
外
の
話
を
す
る

こ
と
で
、
よ
り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
研
究
と

懇
親
の
両
方
に
お
い
て
、
魅
力
の
あ
る
学

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｓ
、
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｓ（
日
本
視
野
画
像

学
会
）へ
の
お
誘
い

　

近
年
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
機
器
・
技
術

が
研
究
分
野
だ
け
で
な
く
、
眼
科
診
療
に

も
少
し
ず
つ
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ

Ｓ
で
発
表
さ
れ
る
内
容
は
、
研
究
と
臨
床

の
橋
渡
し
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の

が
多
く
、
今
後
も
そ
の
傾
向
は
強
く
な
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
に
ご
興
味

の
あ
る
医
師
や
視
能
訓
練
士
、
検
査
員
の

方
（々
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
勤
務
を
含
む
）は

ぜ
ひ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

次
回
２
０
２
６
年
は
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
、

２
０
２
８
年
に
は
２
０
１
８
年
に
金
沢
で

開
催
さ
れ
て
以
来
10
年
ぶ
り
に
日
本
で
開

催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
際
学
会

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る

方
は
、
ま
ず
２
０
２
５
年
５
月
31
日
か
ら

６
月
１
日
に
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
に
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
学
会
期
間
中
の
写
真
を
提
供

い
た
だ
い
た
北
里
大
学
の
平
澤
一
法
先
生
、

近
畿
大
学
の
杉
野
日
彦
先
生
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

カーディフ観光ツアー Tony Redmond学会長夫妻を囲んで

Cardiff Castleでの集合写真

日本チームによるクイズ「IPS Olympic」

熱い議論が交わされたポスターセッション


